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多面的機能支払交付金の取組紹介

問合せ先　　役場山村再生課　　☎７５－３１１７

活
動
組
織
の
声(

草
刈
章
博 

氏)

　

１
集
落
で
の
鹿
被
害
対
策
に
は
効

果
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
近
隣
集

落
に
声
を
か
け
連
携
し
て
広
域
で
鹿

柵
を
山
際
に
沿
っ
て
設
置
し
た
こ
と

で
鹿
被
害
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

当
地
域
は
ほ
場
整
備
か
ら
30
年
経

過
し
、
水
路
の
目
地
が
ゆ
る
ん
だ
り

漏
水
箇
所
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
独
自
の
補

修
工
法
を
工
夫
し
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス

と
し
て
施
工
し
て
み
た
と
こ
ろ
成
果

が
見
ら
れ
た
た
め
、
興
味
が
あ
る
集

落
へ
拡
散
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
若
手
も
含
め
地
域

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
を
守
る

取
組
み
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
三
月
田
資
源
保
全
会
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
１
集
落
で
活
動
を
始

め
ま
し
た
が
、
鹿
被
害
に
対
処
す
る
た
め
活
動
計
画
更
新
時
に
近
隣

集
落
へ
事
業
説
明
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
令
和
元
年
か
ら
は
５
集
落

（
石
田
・
横
田
・
長
瀬
・
紺
屋
土
居
・
木
原
）
で
構
成
す
る
広
域
組

織
と
な
り
ま
し
た
。
本
組
織
で
は
代
表
を
非
農
家
が
担
い
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
農
地
を
守
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

水
田

29.6
㏊
、
畑
0.6
㏊
、
水
路
約
6.5
㎞
、
農
道
約
4.5
㎞
の
農
地
維
持
活

動
及
び
資
源
向
上
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。(

令
和
元
年
度
再
認
定)

三
月
田
資
源
保
全
会
の
取
組
に
つ
い
て

▲高圧洗浄機で目地補修の下処理

▲共同活動による鹿柵の設置

多面的機能支払交付金を

活用した取組を紹介します！

多面的機能支払交付金を

活用した取組を紹介します！

11 月号で掲載した多面的支払交
付金を実際に活用している、三
月田資源保全会の取組を紹介し
ます。

作業の様子

③耕作されなくなった
　水田のマッチング
　耕作放棄地にならないよ
　う地域内でのマッチング
　を行い、未整備田を再整
　備する事業に繋ぐことが
　できました。

④農村文化の継承
　安土桃山時代から伝わる
　子安地蔵堂を守る作業を
　通し、農山村環境の必要
　性を次の時代へ継承する
　活動を行っています。

①地域の環境保全
　農家は毎月第１・２の土日
　を共用草刈りの推進日とし、
　全域の共有エリアについて
　は非農家も参加して一緒に
　草刈りを行っています。地
　域の環境は全員で保全する
　ように取り組んでいます。

②水路の補修
　直営施工で水路の目地補修
　を行っています。工法を研
　究し、独自に施工方法を構
　築したことで、低コストで
　行えるようになりました。

農地維持の取組
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